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企業の情報化とJITシステム 
1. ビジネスモデル 
2. 命題 
3. 製品原価 
4. 情報システム 
5. 自動車産業の特徴 
6. デンソーの情報化 
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命題 
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 3 命題 

1. 企業は製品原価を正確に把握している？ 

 ⇒人件費の増加が付加価値生産性を超えると会社は潰れる。 

  人件費は必ず増加するので、製品原価への人件費の影響を正確に 

  把握していれば、必ず利益を確保できる。 

2. 企業は製品の履歴を把握している？ 

 ⇒製品の市場不具合による製品回収により会社は潰れる。 

  先入れ、先だし管理、ロット管理、単品管理により市場回収の範囲を 

  最小限に抑えることが出来る。 

3. 企業は誰がその作業をしたか正確に把握しているか？ 

 ⇒安全に関わる市場問題を起すと会社は潰れる。 

  作業標準、工程作業書などに責任者を任命し、責任区分を明確に 

  すれば会社の責任を軽減することができる。 

情報システムの活用 
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ビジネスモデル 
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 5 基本のビジネスモデル 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2008-10-28 

AI Consultant 

 6 自動車産業のビジネスモデル 
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製品原価 
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 8 製品原価 

製品原価とは、企業が経済行為を営む上で必要と
なる開発・製造・販売・サービス等の諸活動により
発生する総費用である。 

製品原価は、 
  利益+販売管理費+製造間接費+直接原価 
となる。 
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 9 製品原価とは 
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情報システム 
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営業システム 

価格登録 

価格管理・販売計画・ 
売り上管理・残高照合 

見積回答 

生産管理システム 

受注・出荷・ 
生産計画・部品手配 

購買システム 

価格登録 

実績管理 
 コストダウン管理 

価格改訂 

技術 

設計図面 
管理 

部品表 
管理 

生産用図面 
管理 

財務・原価 
システム 

総合原価管理 
予定原価積上 
実績受払計算 

一般会計 
買掛管理・売掛管理 
固定資産管理・決算 

個別原価管理 
工事・テーマ別 
実績原価計算 

セキュリティ OAシステム ネットワーク 

 

利益計画 

人事システム 

勤務管理 

人事・給与 

電子承認 

情報システム 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2008-10-28 

AI Consultant 

 13 

自動車産業の特徴 
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 14 自動車産業の特徴 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2008-10-28 

AI Consultant 

 15 高品質 

高品質(作り込み品質)は、技術と技能の両方が必要 

●企業風土作り：「人の育成が最重要」 

   ゼロディフェクト、ジャストインタイム、先入れ先出し管理、かいぜん 

●ゼロディフェクト：「部品の実力レベルでの均一性を求める」 

   図面に表せないような指標も対象 

           検査は図面(仕様書)＋製品マスター 

           品質は製造工程で保証するもの(作り込み品質) 

考え方 「車が故障すると人が死ぬ」 エンジン停止、ブレーキ故障 
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 16 ジャストインタイム 

●データベースシステムとデータキャリアの選択 
●データコンテンツとデータキャリアの選択 
●オープンシステムとクローズシステムの融合 

● 「かんばん」は、 
    ・発注書、納品書、受領書、 
      工程指示書の要素を含む 
    ・現場でのネットワークアクセス 
      (非効率作業)を不要にする 
    ・EDIと連動しているが、 
      Non-EDIにも適用できる 

「必要なものを、必要な時に、必要な数だけ作る」(省資源) 

ジャストインタイム 

ジャストインタイムの管理ツールが「かんばん」 

グローバル化に伴った「かんばん」の進化が必要 

グローバルサプライチェーンへの適用がキーポイント 
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 17 ICTとデータキャリア 

●分散型データベース 

●スタンドアロンシステム 

●オープンシステム 

●集中型データベース 

●ネットワークシステム 

●クローズドシステム 

離れて読める(読み取り作業が不要)、複数同時読み取り、 
データが追記できる、セキュリティレベルを高くできる 

RFIDの特長 
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デンソーの情報化 
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 19 デンソーの製品群 
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 20 デンソー情報システムの進化 
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 21 全体プロセス最適化（第一ステップ） 
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 22 連結マネージメント（第二ステップ） 
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 23 連結マネージメント（第二ステップ） 
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 24 連結マネージメント（第二ステップ） 
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 25 連結マネージメント（第二ステップ） 
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 26 企業連携（第三ステップ） 
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 27 企業連携（第三ステップ） 
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デンソーのJIT 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2008-10-28 

AI Consultant 

 29 在庫とキャッシュフロー 

在庫はキャッシュフロー悪化の要因 

★１ヶ月分の部品や材料の在庫 

  ＝１ヶ月分のキャッシュが出ている 
在庫 

在庫＝キャッシュ 

★仕掛り品や製品の在庫 

  ＝出荷されなければキャッシュにならない 

コスト スピード 

品 質 

コスト 

・価格/数量：市場 

・利益：社内コスト 
     削減のみ 

色々なコスト削減 
 ・在庫，資産，通信費 
 ・リードタイム短縮 
   （スピードUP） 
 ・生産性向上 
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☆JIT （ジャスト イン タイム）での生産が原則 

JITは余分な在庫は持たず 

  得意先や市場に即応するための考え方 

☆見込み生産や各工程の個別最適を 

               ベースに生産しない 

☆売れるタイミングで 

     出荷された分だけ組付け・加工する     

必要な時に 必要なモノを 必要な量だけ 
                  生産すること  

JITの考え方 
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 32 サプライチェーンのあるべき姿 
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 33 在庫削減への取組み （1）5Sの徹底  

意識の改革を喚起する 

５Sが安全・品質・生産性を向上させる 

整理 

躾 

清掃 

整頓 

清潔 

いるものといらないものに分ける 

   （いらないものは処分） 

いるものを使い易いように決められ
た 場所に保管し、明確な表示する 

整頓された状態を保つこと 

整理・整頓・清掃された状態を維持す
る（清々しい状態を維持する） 

正しい仕事のやり方を実行する 

仕事に必要なも
のだけ置き、誰
でも分かる状態
にし、決められ
た手順で仕事を
する 

探す，迷う等の 

ムダをなくす 
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 34 在庫削減への取組み （2）平均化・平準化生産 ①  
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 35 在庫削減への取組み （2）平均化・平準化生産②  

☆ 部品ＡＡＡＡＡＡＢＢＢＢ・・の大ロット生産の場合 

   途中で得意先の注文数が減った場合は在庫となる  

☆ 部品ＡＡＢＡＡＣＡＡ・・の平準化生産の場合 

   途中で得意先の注文数が減っても 

      最小限の損失で済みリードタイム短縮もできる 

平準化生産はJITの前提条件 

量や種類のバラツキをなくし、最小の仕掛りで 

         多様化対応を行う方法が平準化生産 

  ⇒ 人・設備・在庫のムダをなくすための生産 
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 36 在庫削減への取組み （3）小ロット化  

小ロット化でムダをなくし在庫削減へ 

☆大ロット生産＝段取り替え不要＝生産性向上 

☆小ロット化による繰り返し生産 

  ・ JITに対応，つくり過ぎのムダを省く 

  ・生産L/T短縮，コスト削減が可能となる 

在庫増加 

在庫削減 

但し段取り替えが増える  

小ロット化＝段取り替え時間短縮化 

改善が必要！ 

平準化を崩さず改善を繰り返し、段取り換えL/T短縮を推進 
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 37 後補充生産の徹底  
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 38 かんばんの活用 ①  

社内かんばんの役割 

☆生産指示書／引取り運搬指示書 

（何をどれだけ生産しいつどこに運ぶか） 

☆つくりすぎのムダを抑える 

 （かんばん枚数分しかつくれない） 

☆改善の道具 

 （１枚減らし問題を見つけ改善する） 

☆目で見る管理の道具 

 （モノと情報の一元化で管理が容易） 

かんばんはつくりすぎのムダをなくし 

            コスト削減を図る道具 
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 39 かんばんの活用 ②  

☆かんばんの種類 

仕掛け用 引取り用 

仕掛けかんばん 

・生産指示 

・現品票 

信号かんばん 

・ロット工程の 

  生産指示  

引取りかんばん 

・工程間 

   運搬指示 

調達かんばん 

・社外 

  部品調達 

後工程が前工程に 

 かんばんで必要なモノを 

  必要なだけ必要な時に 

           取りに行く 

前工程は 

 かんばんの来た順番に 

       仕掛り生産する 
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 40 かんばん運用とシステム化  
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 41 まとめ  

得意先や市場にJITで即応し 

   在庫削減を実現するために 

５Sの 

徹底 

計画生産 後補充生産 

平均化／平準化生産の推進 

小ロット化の推進 

かんばん情報活用（システム化） 

かんばん活用／目で見る管理 

在庫・L/T 

極力受注生産に 

      近づける 

在庫でカバーする 

  考え方をやめる 

先入先出しの徹底 

継続的改善と 
    人材育成 

効率的運用の構築 

全体最適を考えた地道な改善で在庫削減を！！ 
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かんばん 
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 43 かんばんの役割 

【役割 】 
① 生産指示書／引取り指示書 
② 目で見る管理の道具 
   ： モノと情報の一元化  ： 生産／物流進捗検知 
③ つくりすぎの抑制  ： 枚数分の生産 
④ 作業改善の道具 

ジャストインタイム生産を実現するための管理の道具 

【かんばんとは】 
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 44 かんばんの変遷 

【かんばんの変遷】 

２０００年代 １９９０年代 １９８０年代 １９７０年代 

ケース入り 

目視文字のみ 

ケース入り 

バーコード付 

紙かんばん 

バーコード 

紙かんばん 
QRコード 

ハイブリッド 
かんばん 
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 45 日本政府プロジェクト 

【ハイブリッドかんばん検討のベース】 

ＲＦタグ 

（ＵＨＦ帯） 

保護シール 

（目視文字＋ＱＲコード） 

◆ 経済産業省  国際通箱管理プロジェクトへの参加 
  ： アセアンにおける自動車業界実証実験に日本自動車部品工業会として参加 
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 46  ハイブリッドかんばん 

表面（書込み） 

表面のＱＲｺｰﾄﾞと同一ﾃﾞｰﾀをRFタグ
に格納し、ﾃﾞｰﾀの読み書きを行う 

発色 消色 
８００回程度繰返し
利用可 

裏面（RFタグ埋め込み） 

リライタブルハイブリッドメディア 

紙のように使い捨てではなく、環境保護を狙いとし 
リライト（書込み／消込み）ができるリライタブルシートに 
RFﾀｸﾞを埋め込み、遠隔でﾀｸﾞﾃﾞｰﾀの読み／書きができる媒体 

表面（消し込み） 
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リライトかんばん 

RFタグ 

 ハイブリッドかんばん 
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 48 ハイブリッドかんばんの開発 

【ハイブリッドかんばん開発】 

  リライタブル ハイブリッド メディア 
  ： 経済産業省の委託を受け、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１ ＳＣ３１に国際提案 

表面 裏面 

ＵＨＦ帯タグ 

【改善項目】 

全11項目 
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 49 ハイブリッドかんばんの応用例 
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 50 ハイブリッドかんばんの応用例 
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 51 ハイブリッドかんばんの応用例 

● かんばん発行 ： 生産管理システム、設備情報や生産タクトに連動 

● トレーサビリティ ： 製品シリアル、通過工程情報 他のＲＦタグへの書込みと出荷時のデータ収集による紐付け 

● 運用対策 ： ロボットによるかんばん吸着、通箱への取付、作業者による抜取り容易性考慮 

● サポート ： ヘルプデスクによる２４時間稼動サポート／かんばんステイタス管理 

【リカバリー対策】 
 想定エラーについて工場の 

生産管理、生産技術、保全と 

検討を重ね対処方法を構築 

【ＲＦタグとＱＲコードの複合化】 
 ● ＱＲコード ： チップ破損時のバックアップ 
         ： ＲＦＩＤのない環境でも対応可 
  ● 複合読取 ： ＲＦタグとＱＲコードで補完し合い 
          読取を確保 
  ● ＵＨＦ帯タグ ： 近接～遠隔読取の環境に対応 

【改善ポイント】 

５０項目以上 
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ご清聴、ありがとうございました。 

柴 田    彰 


